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2‒4　母音のルーツをたどる（1）

これまでのところで、口蓋化をともなう・ともなわないの区別を 5つ
の母音すべてにもつロシア語、部分的にもつブルガリア語、そしてこの
ちがいをもたないマケドニア語と、差異のあることがわかりました。で
もこれらはいったい、どうつながるのでしょう？　そもそもスラヴ語は
共通の祖先をもつはず、ならばこの口蓋化のある・ないという区別は、共
通時代にあったものなのか、あとから増えたのか、どちらなのでしょう？
なんだか謎解きめいてきました。ではさっそく次の例を見てください。

意味 マケ ブル ロ
平和・世界 мир ［mir］ мир ［mir］ мир ［mʲir］
煙 дим ［dim］ дим ［dim］ дым ［dɨm］

ここでわかるように、マケドニア語・ブルガリア語では、мир, дим
どちらも母音は［i］、いっぽうロシア語では「世界」に［ʲi］、「煙」に［ɨ］
が出てきます。上の疑問にもどると、これらはもとは 1つの［i］のよう
な音で、これがロシア語で［ʲi］ ［ɨ］の 2つになったのか、それとも、も
とに 2つの音があり、これが南スラヴ語で 1つの音［i］になったのか。
どちらでしょうか。
紙面の都合上（涙）いきなり答えにいきますと、正解は後者、もともと
今のロシア語の иとыにあたるような 2つの音があり、それがマケドニ
ア語やブルガリア語では 1つになった、というものです。図にするとこ
んな感じです。

共ス マケ ブル ロ

*i i i i
*y i i ɨ

一番上の左に「共ス」とあるのは「共通スラヴ語」 ― スラヴ諸語が
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まだ、言語としてまとまりをなしていた頃の言葉の意味です。そして、
ロシア語のы ［ɨ］のもとにあった母音を *y としています。3つの言語の
イ系の母音には、こんな関係があるわけです。*yと *iの区別があった
ことは、口蓋化という問題とからんで、スラヴ語の音のしくみの中で重
要な意味をもちます。
でもこのことは、子音のしくみと深く関わることなので、さしあたり
イ系母音や口蓋化の話は後回しとして、もう少し、ほかの母音の関係に
ついて考えてみましょう。
今度は「兄弟」と「夫」という語を比べます。

マケ ブル ロ マケ ブル ロ

兄弟 брат брат брат 夫 маж мъж муж

さて、「兄弟」では 3言語ともに母音は a［a］ですが、「夫」では、マ
ケドニア語の aがブルガリア語では ъ、ロシア語では уに。これはいった
いどういうことでしょう？　この答えは、音の起源を探ると出てきます。
まず「兄弟」の аは、そのまま共通スラヴ語時代の а（これを *aとし

ます）に由来します。この *aは、スラヴ世界のどこでも、だいたいの場
合 аで現れます。いっぽうマケドニア語の「夫」に現れる aは、共通ス
ラヴ語時代の別の母音に行き着きます。これをさしあたりXとしておき
ましょう。つまりこんな関係なわけです。

共ス マケ ブル ロ

*a a a a
*X a ъ у

このXが、それぞれの言語で異なって変化したために、音の対応関係
がわかりにくくなったのですね。ではこの Xとは何者なのでしょう？


